
毎夏，三重県・鈴鹿サーキットで行われる

「Dream Cup ソーラーカーレース鈴鹿」（読売

新聞社など主催）は近年，工業高校や大学を中

心に学校チームが数多く出場する。２００６年大会

（８月４～６日）は，出場７２チームのうち５２チ

ームを占めた。「生徒がやる気を出して高い技

術を習得する」「座学では得られない経験をす

る」などと，指導する先生方に高評を得ている。

ところが，ゼロからソーラーカーを作ろうと

するとけっこう難しい。少しでもきっかけにな

ればと，製作の基本を紹介したい。

１．実際のマシンを見る

ソーラーカーは，「太陽電池パネルで太陽光

を受け，バッテリーに充電した電力をモーター

で動力に変換した車」である。それを製作者は

自由な発想でデザインし，それぞれの工夫を凝

らす。

ソーラーカーを理解するのに最も手っ取り早

いのは，実際のマシンを見ることだ。「ソーラ

ーカーレース鈴鹿」大会事務局では今年２月，

主に初心者を対象にした製作講習会を鈴鹿サー

キットで開き，実際に出走している鈴鹿高専の

マシンを教材にベテラン出場者が説明を行っ

た。これまで大会に出場したことのないチーム

を含む２３団体５７人が受講し，ビデオやカメラ撮

影をしながらマシンづくりのコツを研究してい

８

た。来年も２月ごろ，製作講習会を開く予定だ。

大会中，一般客もパドックに入れて，かなり

近い距離で実車やピット作業を眺められる。出

場者に話しかけて，作り方のコツや疑問点を率

直に聞いてみるのもいい。レース中でよほど忙

しくない限り，快く応じてくれる。

チームの了解を得られれば，実際の製作・改

良現場に見学しに行ってもいいだろう。大会事

務局（電話０３‐５１５９‐５８８０，メールsolarcar@yomi

uri.com）に連絡をいただければ，喜んで近隣の

チームを紹介する。実際，出場チームの中には

情報交換や工具・部品の貸し借りなどを通じて

交流を深め合い，大会が年に一度の同窓会のよ

うに盛り上がっているところもある。

また，日本太陽エネルギー学会（電話０３‐３３７６‐

６０１５，メールjses@tky.3web.ne.jp）の「電気自

ソーラーカー製作の基本
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動車・燃料電池車・ソーラーカー製作講習会」

も勉強になる。来年は１月２７日に芦屋大学で，

２月１７日または２４日に東海大学で，それぞれ開

催を予定している。講義内容は学会ゆえに少々

固めだが，有力チームがどのような考え方でマ

シンを設計し，製作・開発に当たっているかナ

マの声を聞ける。

今年１月に芦屋大学で行われた同製作講習会

は，昼休みを利用して，希望者に同大のマシン

を披露していた。時速１５０km以上も出る最新鋭

車は，初心者にも一見の価値がある。また，今

春発行のテキストはソーラーカーについての記

述が多く，在庫があれば同学会で購入できるか

ら入手をお勧めしたい。

２．まずはスケッチ

さて，作ってみたい車のイメージが決まった

ら，紙にスケッチすることから始める。出場校

によっては，デザイン科の学生に依頼するとこ

ろもある。

太陽の光が効率良く当たるような車体の形が

肝心である。さらに空気抵抗を出来るだけ少な

くすることを目指すとなると，なだらかな流線

型が基本になる。スケッチはタイヤから書き始

める人も多いと聞く。現在のソーラーカーは３

輪車が主流だが，４輪にすると安定性が高まる。

大会としては独創性豊かなマシンの登場も歓

迎だ。３クラスあるうち，４時間耐久レースの

エンジョイクラス（太陽電池の出力４８０W以下，

鉛蓄電池）には，特に個性あふれるマシンがそ

ろう。宇宙船型だったり，かまぼこ型だったり，

それぞれの主張が感じられて楽しい。ぜひ既存

のイメージにとらわれずにスケッチに取り組ん

でみてほしい。

３．安全性を重視した設計を

細かい設計・模型づくりに移る前に，レース

の規定を確認しよう。ソーラーカーレース鈴鹿

では，車両サイズは長さ５m，幅１.８mが上限。

高さは「操舵輪をまっすぐ前方に向けてドライ

バーが搭乗した状態で，車両の全高は１.６m以下

でなければならない」としている。もちろん，

保管場所や運送方法にも考慮して大きさを決め

なければならない。

今年２月に鈴鹿で行った製作講習会で，講師

の細川信明さん（２００４年総合優勝・パンダサン

チーム代表）は，「ドライバーの体の大きさや

姿勢を重視して運転席を作るよう設計者は頭に

入れてほしい。空力を重視すると寝転んだ姿勢

になりがちだが，姿勢によって疲れ方がまった

く違う」と話していた。

２時間ぐらいでヘトヘトになるという運転者

もいれば，８時間ぶっ通しでも大丈夫という人

もおり，ちょっとした差で違いが出る場合もあ

る。特に鈴鹿の大会は真夏に行われ，暑さとの

戦いもあるから，無理な姿勢は避けたい。

さらに鈴鹿のレースに出場するのであれば，

特に安全性は高めてほしい。

太陽電池パネルやモーターなどの性能が良く

なり，運転テクニックも向上して，レースは

年々高速化している。８時間耐久レースで今年

総合優勝した芦屋大学は１０７周と最多周回数を

更新，平均時速は約７７kmをマークした。早い

車と遅い車が混在し，普通免許を持っていない

高校生も増えているから危険度は増している。

特に鈴鹿はコーナリングの連続でもあるから，

事故に備えた強度と剛性を持った車体設計をお

願いしたい。

９

２００６年大会のレース模様



４．製作費用

ソーラーカーの製作費用は，頭の痛い問題だ。

２００６年大会の出場者にアンケートしたとこ

ろ，回答のあった４４チームのうち，「１００～２００

万円」が１２チーム（２７％）と最も多く，次いで

「３００～５００万円」９チーム（２０％），「２００～３００

万円」８チーム（１８％）などだった（別表参照）。

必ず必要な太陽電池パネルが最も高額で，新品

ならば８０万円前後はかかるから，最初の出費が

大きくなるのは覚悟しなければならない。

もちろん，ねじ１本から手作りにこだわって

安く仕上げる出場者も多い。エンジョイクラス

１５位の富山県立大沢野工業高校は，車体からフ

レームの成型，サスペンション部品のアルミ材

削り出し，機器の配線まですべてメンバーがこ

なす。８年連続出場している兵庫県立尼崎工業

高校は，生徒たちが旋盤の技能検定の２級や３

級を取得し，ハンドルやホイール，車輪と車軸

を結ぶハブなどを自分たちで製作している。資

格も取得し，一挙両得といえよう。

リサイクル品の利用も欠かせない。各チーム

は，廃車バイクのタイヤやブレーキを利用した

り，中古レーシングカートのシャーシやチェー

ンを転用したりしている。エンジョイクラスで

今年初優勝した長野県工科短大は，フロントサ

スペンションにスキー板を使っていた。２００４年

にアイデア賞を受賞した広島県呉市の学生チー

ム「エコテック」は，洗濯機のモーターを改良。

前輪駆動のうえ，左右の車輪を別々のモーター

で動かす珍しいタイプであることが受賞の理由

だった。

５．製作にあたって

製作者が声をそろえるのは，シャーシはしっ

かり頑丈に作ることだ。「できれば平面構造で

はなく，直方体構造とし，その中に人がすっぽ

り入るように作る。ロールバーもしっかり固定

する」と前出の細川さんは話す。

ロールバーは，前部と後部の２本の湾曲した

金属パイプなどで作られ，車体に固定して運転

者の頭や腕，上半身がこの間に収まるようにし

たもの。本大会では，今年から全クラスで取り

付けを義務付けた。エンジョイクラスは免除し

ていたが，２件の横転事故が起き，見過ごすわ

けにはいかなくなったのだ。ロールバーをはじ

めとした規則の詳細は，大会公式ホームページ

（http://event.yomiuri.co.jp/2006/solarcar/）でご

覧になっていただきたい。

製作者は軽量化をいかに図るか苦心する。本
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１１

大会では車両重量を「ドライバー，予備の蓄電

池を除き使用するすべての蓄電池を搭載した状

態で３００kg以下でなければならない。ドライバ

ーは公式車両検査（体重測定）において，規定

の衣服，ヘルメット等を着用した状態で，７０kg

以上の重量を満たさなければならない」と規定

している。最低重量は設定していないが，極端

な軽量化を防ぐために検討を進めている。

今大会出場チームを見ると，最も重くて２５５

kg，軽くて１２０kg。たいていが１５０～２００kgの範

囲に収まっている。細川さんは「重さが１０kg

ぐらい重くても，性能はそれほど変わらない。

安定した走りが出来ることが重要」と前置きし

ながら，「材料を少なくするだけでは減らせな

いが，溶接する部分や接着を何か所でするかで

重さが違ってくる。溶接部分，接着部分を減らす

ことが軽量化につながる」と秘訣をあげている。

６.おわりに

自作マシンで鈴鹿サーキットを走ることは，

生徒たちにとって最大の魅力となる。自分たち

が試行錯誤を重ねた車が走り出す時，その感動

は何物にも代え難い。この目標に向かって，モ

ノづくりに親しみ，技術を習得していくだけで

はなく，協調性や気配り，社会性，責任感を高

めていく。こうした教育効果を多くの先生方に

認めていただいており，大会に携わる者として

嬉しく思っている。

本稿では製作の詳細にまで触れられなかった

が，新たなチームの大会出場に向け糸口になっ

てくれることを願う。

モデル：再輝「ENAX」

２００７年２月にソーラーカー製作講習会を開く予定

です。日程や場所は１２月ごろ決定しますので，詳

細を希望する方は大会事務局までご連絡ください。

【「ソーラーカーレース鈴鹿」大会事務局】

〒１０４‐８３２５東京都中央区京橋２‐９‐２

読売新聞東京本社スポーツ事業部内

TEL：０３‐５１５９‐５８８０（月～金）

Eメール：solarcar@yomiuri.com

アッパーカウル：
空気抵抗を低減する薄
型流線型のシェイプ
はもちろん、徹底し
た軽量化も必要。材
料はカーボンファイ
バーなど。

フロントサスペンション：
ダブルウィッシュボーン形式が一般的だが、
部品が多く煩雑で重くなりがち。チーム「再
輝」が開発した２枚Ａプレート方式は、き
わめてシンプルでロープロファイルなレイ
アウトだ。なお、足回りのアライメントは、
走行時にタイヤが垂直になることが基本。
トーインは１mmほどで、極小抵抗のセッテ
ィング。

モーターコントローラー：
モーターの回転を制御する電
子回路。比較的重量のある
部品なので、搭載場所が車
体バランスに影響する。

バッテリー：
最近人気のリチウムバッテリー
は、エネルギー的に鉛バッテ
リーの約３倍ある。

太陽電池パネル：
定評ある単結晶シリコ
ンタイプが主流だが、
ガリウムヒ素タイプ
を始め、さらに高効
率な太陽電池も。

メーター

キャノピー

リヤサスペンション

消化器

シャーシ：
はしご形シャーシは、
車体の低重心化と薄
型化を達成しつつ、
部品点数を少なくで
きるため、多く採用
されている。

タイヤ：
ころがり摩擦の小ささ
や耐久性が求められ
る。ソーラーカー専
用ラジアルタイヤ（ミ
シュラン製）など、高
性能タイヤが使用さ
れる。 フロントホイール：

強度や耐衝撃性が求められる部分。トップクラスではカーボン素材を用
いた一体型が主流だ。ホイールレイアウトは４輪が安定性で有利だが、
走行抵抗が大きく、また車重が重くなりやすい。３輪の場合、コーナ
リングの安定性をとるなら前２輪がいまのところのベスト。

ハンドル：
コンパクトなスライド式を採用するチ
ームも少なくない。

通信システム：
ピットとの連絡に通信システムは必須。ま
た、モーターやバッテリーの状態をリア
ルタイムで送信し、レース戦略に活かす
チームも増えてきた。

ピークパワートラッカー：
常に変化する太陽電池からの
発電量とバッテリーの状態と
をチェックし、常に太陽電池
の最高出力を取り出すための
電子システム。「うまく使えば
少なくとも１０％以上の効率向
上が見込める」とも。

駆動用モーター：
トップクラスでは、
ホイールインモー
ターが主流。普通
のモーターでは、
ギヤなどで車輪を
駆動する伝達のパ
ワーロスが発生す
るうえ、車体内部
に積むために重心
位置が高くなる。
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